
     

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

～目指せ 低炭素なまち ちょうふ～ 

調布市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)概要版 
編集・発行 調布市 環境部環境政策課（〒182-8511 東京都調布市小島町 2-35-1） 

TEL：042-481-7086～7 FAX：042-481-7550 E-mail：kankyou@w2.city.chofu.tokyo.jp 

家庭でできる「ちょうふエコライフ」 

事業所でできる「ちょうふエコオフィス」 

はじめよう、エコライフ！エコオフィス！ 

地球温暖化は、私たちの身近に迫っています。 

過去１００年間で世界の平均気温は０．７４℃ 

上昇し、将来的に異常気象や健康など、私たちの 

日常生活に様々な影響をもたらします。 

地球温暖化問題は、早急に対応しなければなら 

ない問題であり、行政のみならず、市民、事業者 

など、一人ひとりと協働による取組が重要です。 

調布市では、市民・事業者・学識経験者・ 

市職員からなる委員会を設けて、 

『調布市地球温暖化対策実行計画(区域施策編)』 

を策定しました。 

計画の期間は、平成 22(2010)年度から 

平成 32(2020)年度の 11 年間です。 

調布市地球温暖化対策実行計画(区域施策編) 

平成22年3 月 

調布市 

※年間削減効果の単位は、kg-CO2／事業所(空調機･パソコンは 2 台、蛍光ランプ･LED は 5 本で算出)。 

ただし、｢省エネ型の自動販売機の導入(転換)｣のみ、kg-CO2／台 

※家庭でのエコライフ活動と年間削減効果が重複しているものは省略しています。
 

※年間削減効果の単位は kg-CO2/世帯（蛍光ランプは３個で算出） 

ただし、「エコドライブの実施」「ノーマイカーデーの実施」の年間削減効果は kg-CO2／台 

※イラストの一部は環境省「地球温暖化パネル」全国地球温暖化防止活動推進センターウェブサイト(http://www.jccca.org/)より引用 
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概要版

主 な 取 組 項 目  
年 間 削 減 効 果  

（ kg－ CO2）  

チ ェ ッ ク

欄  

エ ア コ ン の 設 定 温 度 に 配 慮 す る (夏 季 28℃ ,冬 季 20 度 に 設 定 ) 37.7  

こ ま め な 消 灯 や コ ン セ ン ト を 抜 く  60.0  

買 物 に は エ コバッグを持っていく・包装の少ない詰替できるものを選ぶ 58.0  

エ コ ド ラ イ ブ の 実 施  344.2  

ノ ー マ イ カ ー デ ー の 実 施  118.5  

近 い 場 所 へ は 徒 歩 又 は 自 転 車 で 移 動 す る  368.0  

洗 濯 に は 風 呂 の 残 り 湯 を 利 用 す る  7.0  

白 熱 球 を 蛍 光 ラ ン プ に 変 え る  114.3  

エ ア コ ン を 使 わ な い で 自 然 の 風 を 入 れ る (冷 房 を 1 日 ２ 時 間 短 縮 す る ) 17.0  

エ ア コ ン の フ ィ ル タ ー を こ ま め に 掃 除 す る  14.5  

緑 の カ ー テ ン を 育 て る  40.0  

シ ャ ワ ー は 不 必 要 に 流 し た ま ま に し な い  27.0  

入 浴 は 間 隔 を あ け ず に す る  87.0  

ト イ レ の 蓋 を 閉 め る (温 水 洗 浄 便 座 の 場 合 ) 15.8  

廃 プ ラ ス チ ッ ク を リ サ イ ク ル す る  48.0  

野 菜 の 下 ご し ら え に 電 子 レ ン ジ を 活 用 す る  13.0  

残 っ た ご 飯 を 炊 飯 器 で 保 温 し な い よ う に す る  13.5  

ラ イ フ ス タ イ ル を 早 寝 早 起 き 等 に 転 換 す る  0.7  

不 必 要 な 食 料 品 、 衣 料 品 、 家 電 製 品 を 購 入 し な い  75.0  

主 な 取 組 項 目  
年 間 削 減 効 果  

（ kg－ CO2）  

チ ェ ッ ク

欄  

空 調 機 の 設 定 温 度 を 夏 季 28℃ 、 冬 季 20℃ に す る  82.8  

空 調 機 の フ ィ ル タ ー を 月 1～ ２ 回 は 掃 除 す る  28.3  

空 調 機 の 使 用 時 間 を １ 時 間 短 縮 す る  41.4  

長 時 間 離 席 す る 時 は 、 パ ソ コ ン の 電 源 を OFF に す る  21.4  

白 熱 球 を 蛍 光 ラ ン プ に 替 え る  241.8  

従 来 型 蛍 光 灯 を 高 効 率 蛍 光 灯 に 替 え る  69.0  

蛍 光 灯 を Ｌ Ｅ Ｄ に 替 え る  259.0  

高 効 率 の 空 調 機 を 導 入  675.0  

高 効 率 給 湯 器 の 導 入  206.3  

太 陽 光 温 水 器 の 導 入  495.0  

太 陽 光 発 電 設 備 の 導 入  3,100.0  

省 エ ネ 型 の 自 動 販 売 機 の 導 入 (転 換 ) 1,003.0  

近 い 場 所 へ は 徒 歩 又 は 自 転 車 で 移 動 す る  184.0  

エ コ カ ー に 替 え る  732.0  

ＣＯ２削減のため以下の項目に取り組みましょう！(チェック欄へ☑) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

地域の取組として、公民館や学校等で、省

エネ活動、緑化活動、環境講演会の開催等に

より、具体的な行動を促す取組を推進します。 

●活動状況・結果の報告・公表 

活動の実施状況や成果は、各種発表会等、多く

の人に報告する機会を設けます。 

●省エネ意識を高める仕組みづくり 

表彰制度の実施や削減量に応じて 

取り組む側に予算を還元する仕組み 

等を検討します。 

  
 
 
基準年度（平成 2・1990）比で 

現状年度（平成 18・2006）から 

計画終了年度（平成 32・2020）までに 

25％削減（209,898ｔ-ＣＯ２）を目指します！ 

 

 

 

大規模事業所が削減に積極的に取組むこと

ができるよう、情報提供等の推奨活動をしま

す。 

 

●削減支援の実施 

削減対策等の情報の共有化を図るための、 

ネットワークの構築を検討する等、 

各事業所が効果的に削減義務を 

達成できるよう支援活動を実施します。 

 

 

既に市が実施している「エコ・オフィス認定

制度」の認定事業者を中心に、普及・拡大を図

っていくことを検討します！ 

●情報提供の充実・啓発活動の推進 

具体的な取組項目を積極的に情報提供し、活動

に関心を持ってもらえるよう努めます。 

●普及・拡大の仕組みづくり 

事業者の動機づけとなるよう、 

「CO2 を削減すればするほど 

得する仕組み」等を検討します。 

 

 

省エネ型の家電製品や、太陽光発電設備等の

新技術の導入を積極的に促進します！ 

●情報提供の充実 

省エネ機器のメリットを、具体的かつわかりや

すく周知していきます。 
●導入促進の仕組みづくり 

社会状況に応じて、省エネ機器 

・設備の補助制度についても、 

検討していきます。 

 

 

 

市民一人ひとりが「できることから行動す

る」ことを支援します！ 

●情報提供の充実・啓発活動の推進 

幅広い内容の情報を提供し、取組を活性化させ

ます。 

●推進の仕組みづくり 

優秀な取組を表彰する制度の検討 

等により推進していきます。 

●レジ袋削減の取組 

施策 1： ちょうふエコライフの推進 

施策 2：省エネ機器・設備の導入促進 

施策 3：ちょうふエコオフィスの普及・拡大 
施策 4：大規模事業所における 

ＣＯ２削減の推進 

 

 

エネルギーを使わずに、廃棄物を

発生させずに社会生活を営むことは

できません。地球温暖化問題の重要

性を理解した上で、不必要なエネル

ギーは「使わない」、無駄な消費を「減

らす」、また、「必要なもののみを購

入」し、省エネと資源の有効利用に

取り組むことが、重要となります。 

 

3 つの柱 

 

 

「低炭素なまち」は、省エネ 

活動や地球環境問題に関心の高い、 

一部の人たちだけの取組で実現でき

るわけではありません。市民一人ひ

とりの取組が重要です。 

ひとりでも多くの方々に参加して

もらい、共に支えあってこそ、快適

で、自然豊かな「低炭素なまち」に

なります。 

 

 

エネルギーを使わない、あるいは

廃棄物を発生させないように我慢し

て生活することはできますが、これ

では長くは続きません。 

新しい時代に相応しい新しい技術

を積極的に活用し、調布らしいライ

フスタイルや新しいビジネスモデル

にかえる必要があります。 

 

１．使わない！減らす！ 

⇒必要なものだけを購入し、大切に使う
２．かえる！ 

（変える・替える・代える・還る） 

３．参加する！ 

 

 

省エネ改修を積極的に実施し、公共施設か

ら排出されるＣＯ２を抑制します。 

●省エネの取組 

省エネ診断やエネルギーの「見える化」等で使

用エネルギーの把握・削減に取り組みます。 

●省エネ改修の仕組みづくり 

公共施設の新築・改修等の際には、 

高効率の設備や新エネルギーを導入 

するなど、仕組みづくりを検討します。 

●環境マネジメントシステムの継続・充実 

施策 5：公共施設のエネルギー削減 

施策 6 

：地域でのちょうふエコチャレンジの展開 

～目指せ 低炭素なまち ちょうふ～ 

調布市は ２５％削減 にチャレンジします！ 

□ 削 減 目 標 と 施 策 の 削 減 予 測 に つ い て  

削 減 効 果  

30,000 

ｔ - Ｃ Ｏ 2  

削 減 効 果

64,000 

ｔ - Ｃ Ｏ 2  

削 減 効 果  

8,000 

ｔ - Ｃ Ｏ 2  

削 減 効 果  

17,000 

ｔ - Ｃ Ｏ 2  

削 減 効 果  

1,000 

ｔ - Ｃ Ｏ 2  

 

計画終了年度 

(平成 32・2020) 

 

666,882

t-CO2 

基準年度 

(平成２・1990) 

 

 

 

710,059 

t-CO2 

 

現状年度 

(平成 18・2006) 

【目標】 

500,161 

t-CO2 

 

削減目標

209,898 

t-CO2 

25％ 

削減 

 
削減不足分は、取り組みの強

化、今後の社会動向に合った

新しい施策を展開すること等に

より目標達成を目指します。 

具体的な施策 

による削減予測 

120,000t-CO2 

削減不足分89,898t-CO2 

【予測】 

590,059 

t-CO2


